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はじめに

このたび、 高島奨励賞を受賞した。 これまで、 身

の回りの数人の方々をのぞいて、誰かが自分の書い

たものを読んでくれているという笑感をもてなかっ

ただけに、 とてもうれしい。 この機会に自分の研究

をふり返りながら、これからの課題について考えて

みたいと思う。その中で、 受賞の対象となったふた

つの論文についても触れよう。受賞記念の稿として

はあまりふさわしくないかもしれないが、 自分の

やってきたことを反省するのは、 すくなくとも、 い

まの私には必要なことなのだ。

これまで発表してきたものを振り返ってみると、

そこで扱われているテーマは儀礼的首長制と神話、

生業とマーケット、 親族とジェンダー、 年齢制度、

銃、 教育、 そして最近はキリスト教やマスメディア

まで様々である。ひとつのエスニック集団を対象に

これだけネタを拾い出しであれこれ考えをめぐらせ

るのだから人類学は面白い。もちろんできあがった

論文どもは「広く・浅くJでしかなくなり、 彩、の論

考にある発見、論理、提案はいつも薄っぺらである。

こうしたテーマの移り変わりには、 自分自身の関

心に引き等せられて、 というだけでなく、周聞を漂

う空気がそのように導いたという感じもある。受賞

の対象となった論文「教育をめぐる政治と文化Ji武

装する周辺Jなどはさしあたりそうした空気が容か

せた代物だといえる。

私の研究者としての出発は偶然と幸運に支えられ

ていた。エチオピアはおろかアフリカについてすら

何らの予備知識も持たない身でありながら、福井勝

義先生のプロジェクトに加えていただいた。そこに

は架本英世さんや重団員義さん、宮脇幸生さん、 松

田凡さんといったフィールドワークの猛者たちがい

た。 エチオピアでは石原美奈子さんや佐藤燦也さ

ん、藤本武さん、嶋田誠さんといった同年代の友人

26 

増田研

たちと一軒家を借り、そこでの情報交換や議論を通

してつね に刺激を受けることができた。

当初の私の関心は、伝統的な社会人類学の方法に

のっとった社会構造の解明である。短期間ではあっ

たが松園万亀雄先生がエチオピアに滞在さ れ 、

フィールドワークについての実践的なアドパイスを

いただいたことも影響している。

そのころはもっぱらパンナ内部で閉じたロジック

のみを相手にしていた。そうした研究態度をとった

のには、 ふたつの理由があった。 ひとつは、 民族誌

家の仕事は、まず当該社会の内的論理を的確‘に把躍

しその全体像を描き出すことにあって、国家や政治

や植民地主義といった流行のテーマに手を染めるの

はあとになってからでいいという、 確信犯的理由で

ある。その背後には国民国家だ植民地支配だと謡っ

ていた研究が、私の目にはまるでつまらない代物ば

かりだったということもある。

もうひとつの理由としては、パンナで生活してい

ても外部社会とのつながりが見えにくかったという

ことがある。 エチオピアという国家の内部にあり、

政治的、 経済的ひろがりがあるのは自明だったが、

それを人びとの生活レベルで研究材料としてとりあ

げるほどには実感が伴わなかったのである。アディ

スアベ パ大学の紹介状を頼りに調査を続けているく

せに、その感覚がいまもあまり変わらないのは不思

議だ。

しかし世間はそれをみとめない。世-界はグローパ

jレ化しつつある、 もはや未開社会など存在しない、

文化はボーダーレスなのだ。そうして同世代の多く

の人びとがポピュラーカルチャーや 「現在的Jな

テーマに飛びついていった。もちろん題材としては

面白いが、それがパンナでできるかといえばそう簡

単なことではない。私はずっとパンナを出発点にし

てきたから、 世間の潮流にあわせるために無理矢理



材料をほじくり出すことには抵抗を感じたのであ

る。新しいテーマが浮上してくるのは結構だが、題

材が日新しいこととテーマが新鮮で・あることとは

まったく別物なのである。

武装する周辺

そもそも研究対象として銃を取り上げようと思い

立ったのは、パンナにおける男性ジェンダーを解き

明かすためである。そのうち、 パンナとグローパル

界のつながりを見せるものは本当にないのかと間わ

れたりして、 意地になって手を出した題材が、 銃

だ、った。だからこの論文は、寄席にたとえるならば、

あくまでも色物である。

とはいうものの、銃を調べたらなにか面白いこと

が分かるかもしれないという感触は、最初にフィー

ルドワークをしたときにすでにあった。もちろん銃

の現物を見るのもさわるのもこれがはじめてであ

る。男たちと一列縦隊で歩いているときなど、前を

歩く男の肩にかけた銃が私の眉間を狙っていたりし

て、 ハラハラさせられたこともある。銃が婚資に使

われていることもすぐに知った。 銃と狩猟の関係

が、男らしさの獲得に関わることも判明した。銃の

歌もある。民族問の戦いや、 政府への抵抗活動に使

用された経緯もあり、銃を研究する意義があること

は分かっていた。だが、 研究の方法が分からなかっ

た。

そうした中、1997年の国際エチオピア学会で松田

凡さんがコエグにおける銃についての研究を発表さ

れた。そこで銃の機種を特定することが第一歩とな

ることを理解した。「武装する照辺」を読まれた方々

から、よくあそこまで調べ上げましたね とお褒めの

言葉をいただいたが、方法そのものは至極オーソ

ドックスであり、それも自分で思いついたのではな

く、松田さんのアイデアを盗むかたちで始まったの

である。

機種の同定は非常に難しく、いまだに探索の途上

であるが、文献を買い漁り比較作業をするのは楽し

かった。98年と99年には銃を重点課題のひとつに

してフィールドワークをした。銃の話はごく親しい

人たちとしかできなかったが、 それで、も、いろいろ

な話を聞くことができた。人びとが持ち歩いている

銃を観察し、機種を同定するのは、 さながら見虫採

集のようである。中国製がほとんどのカラシニコフ

のなかで、 ひとつだけ北朝鮮製を発見したときに

は、 お宝を発掘したように心が躍った。

こうして得られた資料を持ち帰り、手持ちの文献

を照らし合わせることで、過去の旧式銃の機種同定

を試み、 その流通経路を探り当てようとするのも

ヴアーチャルな冒険をしているような楽しみがあ

る。エチオピア圏内史をたどり、 さらには国際関係

を跡づけることで、どのような種類の銃が、 どこか

ら、 誰によってもたらされたのかと考える。

これらをすべて明らかにすることは、しかし不可

能である。「武装する周辺」に書いたことだが、銃と

いうそノはつね に政治的な属性をまとっており、み

ずからの足跡を消し去りながら移動するという特徴

がある。 同定作業はいまも継続中だが、ある一線よ

り先には進めそうにない。

「武装する周辺」はこうした作業のすえに、銃につ

いてのマテリアルを提供しながら、エスノシステム

論と中心 周辺論とを接合する可能性を示すという

理論的な車111を中心に展開させた論文である。2000年

I月に東京都立大学社会の研究会で口頭発表を行っ

たが、そのときにはまだこうした軸が見いだせてい

なかった。 その後2ヶ月ほどかけて文章化し、 東京

都立大学の大塚和夫先生と一字一旬に至るまで検討

した上で投稿したのである。

この論文は、銃という物質文化(それも工業製品)

からどのような論点を引き出せるかの可能性や、今

後の研究の方向を示しただけのものであり、いずれ

書かれるべき「本論jのための序曲にすぎない。『民

族築研究jという権威ある学術誌 にすんなりと掲載

されたのは、 ひとえに大塚先生との再三にわたる

デイスカッションのおかげである。そして今のとこ

ろ、はじめのとっかかりであった男性ジェンダーに

ついての分析はいっこうに進んでいない有様だ。

教育をめぐる政治と文化

この論文も、それまでの私にとっては関心の外に

あったテーマに、心を入れかえて取り組んだもので

ある。学校教育を取り上げることは、 国家と周辺民

族の関係の一端を解き明かすことにつながるので、

98年から99年にかけてのフィールドワークは、銃

とは別に、この方面にも焦点を絞り込んでおこなわ

れた。

このような方面への関心は、東京周辺で石原美奈

子さんや児玉由佳さんらと続けてきた勉強会から受

けた刺激によるところが大きい。年に数回の集まり

ではあったが、自分一人ではけっして手を付けない

ような文献、パンナとはまったく隔たった地域の資

料を読むことで、自分自身の研究がこうした潮流に

どのように接近できるのかを考えるようになったの
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である。そこから半ば必然的に浮上してきたのが学

校教育、 そしてミッション(キリスト教)という研

究対象であった。

論文 「教育をめぐる政治と文化Jの中心となるの

は、ある少女(文中ではデイレという仮名を用いた)

の就学をめぐる事件の詳細とその分析である。事件

は1998年7月、私が村にやってくる少し前に起こり、

その後の経過のほとんどを間近で見ることができ

た。

論文の最初の着想は、この事件の経過をひとつの

ドラマに見立て、それぞれの立場の人びとを役者と

して配置し、その相互関係を探るというものであっ

た。 その意味では、当初は人びとの政治的関係を析

出するための社会学的な分析を目指していたのだ

が、 資料を検討し文章を書き進むうちに、 エチオピ

ア全体の教育ディスクールにもふれざるを得なくな

り、収拾がつかなくなってしまった。結局、 デイレ

事件の概要と簡単な分析を2000年のナイル・エチオ

ピア学会で発表し、さらに同年秋にはアディスアベ

パで、聞かれた国際エチオピア学会に英語論文を提出

した。また寄宿舎に住みながら学校に通うパンナ学

生たちへのインタピ、ューをもとに、同年のアフリカ

学会で「かれらの人生設計jという発表を行ったさ

いには、富永智津子先生から貴重なコメントをいた

だいた。こうした経緯を経て、 さきの英語論文を日

本語訳し、「かれらの人生設計Jの資料を付し、さら

に異文化問教育学という、それこそ私にとっては未

知の分野の書籍を参照しながら理論邸胤』組みを組み

立てていったのが「教育をめぐる政治と文化Jとい

う論文である。最終的には原稿用紙120枚におよぶ

大部なものになってしまった。

この論文もまた不完全なものである。予備的な聞

き取り調査のデータをそのまま採用したために事例

数が限られており、そこから一般的な議論を導くに

は足腰が弱すぎる。理論的な面でも異文化問教育学

や教育人類学、そしてその背景にある社会学につい

ての不勉強がたたって類型的で単純な議論しかでき

ていない。 だが思わぬ副産物もあった。はじめは単

に枠組みをいただくだけのつもりだった異文化問教

育学が、意外にもアフリカに適用しにくいことが分

かったのである。 このことは、 この学聞が帰国子女

や留学生、 移民社会といった対象を、主として北米

で追究してきたという背景によるのだと思われる。

となれば、私たちがアフリカの教育にまつわる文化
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的、 政治的側面を分析しようと思ったときには、 こ

れまでとは異なる理論をあらたに組み直さなければ

ならない。手応えがあるとはいえ、厄介な鉱脈につ

きあたってしまったものである。

主人公としてとりあげた少女 デイレは、2001年に

再訪したさいにすでに学校を休学していた。男子学

生と関係を持ち妊娠したため、寄宿舎を追い出され

たのである。当人は出産したらすぐに学校に戻る意

志を持っているようだが、 どうなるかはわからな

い。さらに驚いたことには、 デイレはミッション系

教会からも離脱してしまった。 本人にいわせれば、

「ミッションには学校にはいるために入った。 本当

はビールが好きなのだが、ミッションにいる聞はガ

マンしていた。いまはおおっぴらにどールが飲めて

うれしい」、だそうである。この事実は私の議論をあ

る面では支えてくれるものであるが、他面ではせっ

かく受賞した論文に、さっそくの修正をせまるもの

でもある。私は理論的側面からも、事例の面からも、

論文「教育をめぐる政治と文化」を叩きのめし、 議

論を鍛え直さないことには前に進めなくなってし

まったのである。

おわりに

このように、 これからの私の研究は、 いままでの

研究を破壊し、組み直すことから始めなければなら

ない。それは現在進行中の事柄を、現場の磁力に倒

弄されながらも根気よく見すえてゆく、人類学なら

ではの醍醐味でもある。

私は飽きっぽく、机の前にじっと座っていられな

い性格の人間で、移動中の電車の中や、喫茶庖の中

で原稿を書くことが多い。だからか、忙しくしてい

るほうが研究ははかどる。しかしその性格が災いし

て、一つのテーマにこだわり続けるということもな

かった。 ひとつのテーマを極めろと(これまた)さ

んざん忠告されたが、探求したいテーマが次々と湧

いてきて、 あちこち浮気をしているうちに、食べ散

らかしたテーマたちが無残な姿でこちらを恨めしそ

うに見ている。

「何某が歩いた後には草も生えない」という言い

方があるが、私の歩いた後はむしり残した草がぽう

ぽうに生えているばかりである。未練たらしく後を

ふり返り、 ふり返りしつつ、己の仕事の雑さ加減に

あきれかえりながら、 また、未知の宝物を拾い損ね

はしなかったかと気にかけ、ナメクジのごときのろ

さで前に進むのである。

(ますだ けん 神奈川大学日本常民文化研究所)


